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1日  ゲスト ： 田辺寛さん
　　　「中国メタルの今」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

8日  「ウクライナのアイデンティティ（5）」
（キャスター ： Ono Akiさん、エバ・ハダシさん）

15日  ゲスト ： 山村和也さん
　　　　　　　「指導者として大切なこと」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

22日  「ウクライナのアイデンティティ（6）」
（キャスター ： Ono Akiさん、エバ・ハダシさん）

29日  話題の本「ウクライナ戦争日記」
 （キャスター ： 小野元裕社長）
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鉄
道
の
旅
を
し
た
く
て
ム
ズ
ム
ズ
し
て

い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
〝
や
ん
ち
ゃ
爺
さ
ん
〞

た
ち
の
「
青
春
18
き
っ
ぷ
」
は
３
年
間
止

ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
80
歳
代
２
人
と

70
、60
歳
代
の
４
人
組
は
「
飲
み
鉄
」「
撮

り
鉄
」
の
鉄
道
大
好
き
人
間
だ
。

　

地
方
路
線
の
行
方
が
気
に
な
る
。
人
口
減
少
や

道
路
網
の
整
備
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
各
社
の
地
方
路
線
の

経
営
悪
化
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。Ｊ
Ｒ
の「
中

央
は
黒
字
、
地

方
は
赤
字
」
と

い
う
慢
性
的
体
質
で
、
地
方
路
線
を
カ
バ
ー
し
社

会
的
使
命
を
遂
行
す
る
時
代
で
は
な
い
と
思
う
。

「
公
益
資
本
主
義
」
の
観
点
が
必
要
だ
。
国
土
交

通
省
の
有
識
者
検
討
会
で
、「
国
が
地
方
自
治
体

と
鉄
道
事
業
者
の
協
議
を
仲
介
」
す
る
と
決
ま
っ

た
。
国
が
長
期
的
で
俯
瞰
的
か
つ
戦
略
的
な
観
点

か
ら
リ
ー
ド
し
、
責
任
あ
る
議
論
を
期
待
し
た

い
。

　
「
無
人
運
転
列
車
」「
モ
ノ
レ
ー
ル
」（
既
存
レ

ー
ル
活
用
）「
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
」「
電
動
化
」
も

実
用
化
さ
れ
て
く
る
。
住
民
の
計
画
的
移
住
（
集

約
化
）
も
含
め
陸
空
が
一
体
化
し
た
「
立
体
タ
ウ

ン
」
を
描
い
て
ほ
し
い
。
基
本
的
に
は
輸
送
密
度

を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
廃
線
」
か
ら
い
か
に
「
存
続
」

さ
せ
る
か
が
前
提
だ
。
国
土
防
衛
意
識
を
視
野
に

入
れ
た
安
全
保
障
面
か
ら
も
新
次
元
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
待
ち
望
ま
れ
る
。

　

真
夏
の
昼
寝
で
英
国
北
西
部
の
ミ
ル
ト
ン
・
キ

ー
ン
ズ
が
夢
に
出
て
き
た
。
１
９
９
１
年
に
英
国

現
地
法
人
の
新

オ
フ
ィ
ス
探
し

で
訪
ね
た
。
鉄
道
駅
を
中
心
に
同
心
円
を
描
い
た

ゾ
ー
ン
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
や
ビ
ジ
ネ
ス
、グ
リ
ー
ン
、

ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
。
不
動
産
屋
は

「
こ
の
町
は
１
０
０
年
計
画
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）
の
国
鉄
民
営
化
に

匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
構
造
改
革
を
「
新
し
い
資
本

主
義
」
で
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。
地
域
を
ブ
ド
ウ

の
房
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
タ
ー
で
つ
な
い
だ
コ
ン
パ

ク
ト
な
地
方
都
市
を
夢
見
て
い
る
。
白
昼
夢
だ
ろ

う
か
。

晴耕雨読

「
公
益
資
本
主
義
」の
観
点
必
要

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所
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Ｏ
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
会
話
集

本
書
を
使
え
ば
、
短
期
間
で
実
用
的
な
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
を
習
得
で
き
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
を
受

け
入
れ
る
際
の
必
携
書
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
も

日
本
に
来
て
す
ぐ
に
必
要
な
日
本
語
を
学
べ
る
。

ミ
グ
ダ
リ
ス
カ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
／

ミ
グ
ダ
リ
ス
キ
ー
・
ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
／
稲
垣
ジ
ュ
リ
ア
潤 

著

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
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西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
次
々
と
母

国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ
ダ
ー

リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
避
難

所
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

３
．
彼
女
か
ら
聞
い
て

び
っ
く
り
し
た
話

　

大
英
博
物
館
に
行
っ

て
、
ロ
ゼ
ッ
タ
・
ス
ト
ー

ン
を
見
て
き
た
と
い
う
久

保
下
さ
ん
の
話
に
は
驚
い

た
。行
動
的
だ
な
あ
と
思
っ

た
。
こ
の
石
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
軍
隊
が
エ
ジ
プ
ト
で

発
見
し
た
も
の
で
、
イ
ギ

リ
ス
海
軍
（
ネ
ル
ソ
ン
提

督
）
に
海
戦
で
破
れ
、
奪

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
エ

ジ
プ
ト
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
、

平
民
の
使
っ
て
い
た
言
葉
、

ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
３
種
類

が
並
ん
で
い
る
。
ヒ
エ
ロ

グ
リ
フ
の
解
読
が
可
能
に

な
っ
た
由
緒
あ
る
深
い
グ

リ
ー
ン
の
石
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
腰
の
重
い

人
に
も
こ
の
石
は
日
本
で

も
レ
プ
リ
カ
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
榊
原
温
泉
の

「
ル
ー
ブ
ル
彫
刻
美
術
館
」

（
年
中
無
休
）
で
あ
る
。
私

は
二
度
行
っ
た
。
ロ
ダ
ン

の
作
品
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

に
な
ら
な
い
。
不
純
物
が

存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
不
純
物
分
を
除
外

し
て
、
合
計
値
が
１
０

０
％
に
な
る
よ
う
に
補
正

し
、
銅
、
錫
、
鉛
の
３
元

図
を
作
成
し
、錫
の
値
５
、

10
、
15
、
20
、
25
％
の
位

置
と
鉛
の
頂
点
と
を
結
ん

だ
と
こ
ろ
、
多
く
の
分
析

値
が
こ
の
線
上
に
そ
れ
ぞ

れ
近
づ
く
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
話
は
何
人
か
の

考
古
学
関
係
者
に
配
布
し

た
（
前
出
の
同
級
生
を
含

む
）
が
、
ま
だ
日
の
目
を

見
て
い
な
い
。
こ
れ
は
考

古
学
者
が
分
析
値
を
あ
と

一
歩
踏
み
込
ん
で
考
察
し

て
い
な
い
か
ら
、
弥
生
時

代
の
青
銅
器
の
組
成
は
バ

ラ
バ
ラ
で
す
と
い
う
甘
い

答
え
で
満
足
す
る
の
だ
と

思
う
。
青
銅
器
を
作
る
時

に
錫
の
組
成
は
上
に
あ
げ

た
５
％
刻
み
に
す
る
こ
と

が
中
国
の
技
術
書
「
周
工

礼
記
」
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
私
の
確
認
し
た

こ
と
は
こ
の
古
書
の
指
示

に
従
っ
て
弥
生
人
は
青
銅

器
を
作
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
結
論
に
な

る
。

５
．
最
後
に

　

久
保
下
さ
ん
に
「
理
系

か
ら
見
た
考
古
学
」
と
い

う
本
を
進
呈
し
よ
う
と

思
っ
た
の
だ
が
、
ま
だ
わ

が
家
に
残
っ
て
い
る
。
彼

女
が
元
気
を
取
り
戻
し
た

の
な
ら
、
当
然
彼
女
の
も

と
に
行
っ
た
は
ず
の
本
で

あ
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
に
彼

女
と
電
話
で
長
話
を
し

た
。
た
し
か
こ
の
年
だ
っ

た
か
、
伊
丹
で
開
か
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
で
お
会
い

し
、
帰
り
は
駅
ま
で
し
ば

ら
く
一
緒
に
歩
い
た
の
だ

が
、
私
は
も
う
一
度
、
彼

女
が
元
気
を
取
り
戻
す
と

信
じ
て
い
た
。
元
気
そ
う

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

旧
石
器
捏
造
事
件
で

は
、
数
十
万
年
前
に
割
れ

た
石
が
そ
の
ま
ま
ピ
ッ
タ

リ
合
わ
さ
る
と
報
道
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
馬

鹿
な
！

　

今
春
、
久
保
下
さ
ん
か

ら
病
気
の
経
過
を
克
明
に

小
さ
な
字
で
メ
モ
し
た
手

紙
を
い
た
だ
い
た
の
だ

が
、
私
は
西
洋
医
学
の
限

界
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
抗
ガ
ン
剤
は
本

当
に
治
療
薬
な
の
だ
ろ
う

か
。
も
っ
と
ほ
か
の
方
法

（
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
な
ど
）

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な

い
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

打
っ
て
す
ぐ
に
死
ん
だ
人

が
１
、
３
０
０
人
を
超
え

る
と
聞
く
と
、
素
人
な
が

ら
お
か
し
い
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
６
月

初
め
か
ら
私
の
胃
に
不
調

が
あ
り
、
半
月
ほ
ど
続
い

た
。体
重
は
２
㎏
減
っ
た
。

ま
た
孵
化
し
た
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
が
き
れ
い
な
姿
の

ま
ま
２
日
間
、
わ
が
家
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ち
ょ

う
ど
久
保
下
さ
ん
が
病
気

と
闘
っ
て
お
ら
れ
た
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
私
も
多
少
は
彼
女

の
病
気
に
付
き
合
う
こ
と

が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
思
い
が
残
る

し
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
は
彼

女
が
わ
が
家
に
つ
か
わ
し

た
化
身
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
に
か
ら
れ
る
。

　
「
ち
ょ
っ
と
挨
拶
に

行
っ
と
い
で
」
と
、
私
は

荘
子
の
「
夢
に
胡
蝶
と
な

る
…
」
を
思
い
出
す
。

　

私
は
、
そ
の
人
の
生
前

を
知
る
人
が
生
き
て
い
る

限
り
、
死
者
は
死
ん
で
い

な
い
と
思
う
。
夢
に
出
て

く
る
だ
け
で
な
く
、
時
た

ま
思
い
が
け
ず
思
い
だ

す
。
心
の
中
だ
と
限
定
す

る
気
は
な
い
が
、
生
き
た

人
間
が
死
者
に
対
し
て
抱

く
こ
う
い
う
感
情
を
含
む

現
象
に
対
し
て
、
哲
学
は

も
う
少
し
視
野
に
入
れ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

唯
物
論
で
こ
う
い
う
も

の
が
捉
え
切
れ
る
も
の
か

ど
う
か
。
最
近
は
唯
物
論

と
い
う
言
葉
も
死
語
に
近

い
の
で
は
な
い
か
。
マ
ル

ク
ス
主
義
の
終
焉
と
い
う

雑
誌
の
特
集
号
は
70
年
代

に
出
て
い
る
。
エ
ジ
ソ
ン

は
晩
年
、
霊
界
と
の
通
信

を
考
え
て
い
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

惜
し
い
人
を
亡
く
し
た

と
い
う
私
の
思
い
は
消
え

な
い
。
柩
に
書
か
れ
た
中

国
語
の
４
文
字
は
韓
国
語

（
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
）
と

同
じ
意
味
な
ん
だ
ろ
う

か
。
私
が
四
天
王
寺
の
が

ら
く
た
市
で
み
つ
け
た
懐

中
時
計
に
そ
の
前
の
４
字

が
入
っ
て
い
る
。

　

な
お
久
保
下
さ
ん
が
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
活
動
に
つ
い
て

は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
な
ん
と
い
っ
て

も
私
に
と
っ
て
久
保
下
さ

ん
は
真
っ
先
に
考
古
学
仲

間
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
女
の
巫
女
姿
を
見
て
み

た
か
っ
た
。
（
お
わ
り
）

頃
）、
自
分
の
村
（
石
津
、

隣
村
）
の
乳
の
岡
古
墳
か

ら
似
た
小
銅
鐸
を
掘
り
出

し
、
学
校
の
先
生
に
渡
し

た
と
い
う
（
行
方
不
明
）。

そ
こ
で
一
度
久
保
下
さ
ん

に
わ
が
家
に
来
て
も
ら

い
、
乳
の
岡
古
墳
を
見
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
後
日
、
堺
市
の
文
化
財

課
の
専
門
家
に
も
来
て
も

ら
い
、
記
録
を
残
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
話
の
お
か
し
い
と
こ
ろ

は
、
古
墳
時
代
の
古
墳
か

ら
、
な
ぜ
弥
生
時
代
の
銅

鐸
が
見
つ
か
っ
た
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
１
つ
の

解
決
策
は
、
そ
の
古
墳
が

弥
生
時
代
か
ら
地
山
で

あ
っ
て
、
そ
こ
に
存
在
し

て
い
た
の
で
、
地
山
を
基

に
古
墳
が
作
ら
れ
た
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
。
こ

の
古
墳
か
ら
は
石
棺
が
出

土
し
て
い
る
。

　

銅
鐸
の
出
土
密
度
と
い

う
も
の
が
考
察
さ
れ
て
も

い
い
と
思
う
。
わ
が
家
の

近
く
で
は
浜
寺
、家
原
寺
、

乳
の
岡
古
墳
か
ら
１
つ
ず

つ
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ

の
三
角
形
の
中
に
下
田
の

小
銅
鐸
が
入
る
か
ら
、
こ

の
面
積
内
に
４
個
の
銅
鐸

が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
全

国
的
に
見
て
か
な
り
の
出

土
密
度
だ
と
思
う
。
も
ち

ろ
ん
、
銅
鐸
は
鋳
造
直
後

は
金
ピ
カ
で
あ
る
の
で
、

弥
生
人
の
心
を
ど
れ
だ
け

と
き
め
か
す
も
の
で
あ
っ

た
か
、
緑
青
の
ふ
い
た
出

土
鋼
鐸
に
そ
う
い
う
感
激

は
な
い
。

　

②
青
銅
器
の
組
成
に
つ

い
て

　

青
銅
器
の
分
析
結
果

（
銅
、錫
、鉛
）は
１
０
０
％

ロ
な
ど
の
作
品
も
あ
る
。

バ
ビ
ロ
ン
城
壁
の
壁
画
な

ど
、
旧
約
聖
書
の
バ
ビ
ロ

ン
捕
囚
を
思
い
起
こ
す
と

き
の
参
考
に
な
る
。
ハ
ン

ム
ラ
ビ
王
の
法
典
の
石
も

あ
る
。
わ
が
家
か
ら
車
で

１
０
０
㎞
の
距
離
で
あ
る
。

　

も
う
１
点
は
、
広
開
土

王
（
好
太
王
、
高
句
麗
の

19
代
王
）
の
石
碑
を
中
国

遼
寧
省
ま
で
見
に
行
っ
た

と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ

は
旧
日
本
軍
参
謀
本
部
に

よ
る
改
ざ
ん
が
問
題
視
さ

れ
た
ら
し
い
。

　

そ
う
い
う
本
を
２
冊
、

李
進
熙
と
い
う
人
が
書
い

て
い
る
（
講
談
社
、
学
生

社
）。

　

藤
田
調
査
団
の
結
論
は

改
ざ
ん
は
な
か
っ
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

レ
プ
リ
カ
が
八
尾
の
大
阪

経
済
法
科
大
学
の
構
内
に

あ
る
の
で
、
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は

毎
日
新
聞
の
元
記
者
ら
と

見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

４
．
私
の
考
古
学

　

わ
が
家
の
近
く
に
は
弥

生
時
代
の
四
ツ
池
遺
跡
が

あ
り
（
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の

石
器
な
ど
を
見
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
）、
南
に
７

㎞
ほ
ど
行
く
と
池
上
・
曾

根
遺
跡
と
弥
生
文
化
博
物

館
、弥
生
学
習
館
が
あ
る
。

こ
の
遺
跡
は
親
子
２
代
の

執
念
が
生
み
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

①
銅
鐸
に
つ
い
て
（
出

土
密
度
の
考
察
と
石
製
鋳

型
の
門
定
）

　

隣
村
（
下
田
）
か
ら
小

銅
鐸
が
見
つ
か
っ
た
（
90

年
代
）。
私
の
同
級
生
は

小
学
校
時
代
（
昭
和
25
年

久保下多美子さんを偲んで
哲学者　木村　寛
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株
式
会
社
八
栄
ハ
ウ
ジ
ン

グ
（
八
尾
市
桜
ケ
丘
２
―

65
）
の
神
丸
豊
社
長
（
68
）

が
７
月
11
日
に
斉
藤
鉄
夫
国

土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

た
。

　

大
阪
宅
建
協
会
副
会
長
を

務
め
る
神
丸
社
長
は
宅
地
建

物
取
引
業
の
振
興
に
尽
力

し
、
公
共
の
福
祉
増
進
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
。

　

組
織
委
員
会
と
政
策
委
員

会
を
神
丸
社
長
は
管
理
し
、

入
会
を
含
め
た
会
員
管
理
業

務
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、事
務
コ
ス
ト
の
軽
減
、

生
産
性
と
利
便
性
の
向
上
に

力
を
注
い
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
魅
力
の
あ
る
大

阪
宅
建
協
会
と
は
何
か
、
何

が
会
員
の
た
め
に
な
る
か
を

考
え
な
が
ら
、
宅
建
業
界
が

抱
え
る
問
題
や
課
題
を
分
析

し
た
上
で
政
策
提
言
を
常
に

行
っ
て
い
る
。

　

歯
ブ
ラ
シ
業
界
で
は
、

ラ
ピ
ス
株
式
会
社
（
八
尾

市
小
畑
町
２
―
33
―
13
）

の
乾
真
治
社
長
（
55
）
が

先
陣
を
切
っ
た
。

　

米
菓
製
造
過
程
で
出
る

破
砕
米
な
ど
を
活
用
し
た

国
産
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク「
ラ
イ
ス
レ
ン
ジ
」

を
従
来
の
石
油
系
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
混
ぜ
て
作
っ
た

新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
「
エ
コ

デ
ン
ト
」。
包
装
は
再
生

紙
を
半
分
以
上
使
い
、
中

身
が
見
え
る
窓
の
部
分
だ

け
石
油
系
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の

文
化
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
５

回
Ｖ
Ｊ
Ｓ
関
西
大
会
（
一
般
社
団
法
人
東
大

阪
青
年
会
議
所
主
催
、
一
般
社
団
法
人
大
阪

ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
ほ
か
共
催
）
が
８
月
21

日
、花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド（
東

大
阪
市
松
原
南
１
）
で
行
わ
れ
た
。

　

関
西
各
地
や
徳
島
県
か

ら
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
で
構

成
さ
れ
た
18
の
チ
ー
ム
と

日
本
人
チ
ー
ム
の
Ｆ
Ｃ

岸
和
田
が
花
園
に
集
結
。

ゴ
ー
ル
が
決
ま
る
た
び
に

歓
声
が
響
き
渡
る
白
熱
し

た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
リ
ー
グ
戦
第
１
試
合

に
敗
れ
た
Ｆ
Ｃ
岸
和
田
の

選
手
は
「
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

で
ハ
ン
グ
リ
ー
な
選
手
が

多
く
、
レ
ベ
ル
が
高
い
」

と
舌
を
巻
い
た
。

　

開
会
式
に
は
、
大
阪
ベ

ト
ナ
ム
ラ
イ
オ
ン
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
に
よ
る
獅
子
舞
の

華
麗
な
演
舞
や
、
民
族
衣

装
ア
オ
ザ
イ
姿
の
ベ
ト
ナ

ム
女
性
も
多
数
登
場
し
大

会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

大
阪
ベ
ト
ナ
ム
友
好

協
会
の
仲
山
典
男
会
長

（
51
）
は
、「
回
を
重
ね
る

ご
と
に
参
加
チ
ー
ム
が
増

え
て
き
て
い
る
。
日
越
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
最

も
重
要
。
日
本
の
チ
ー
ム

に
も
っ
と
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
が
今
後
の
課
題
。

時
間
は
か
か
る
が
一
歩
一

歩
前
へ
進
め
て
い
き
た

い
」と
話
す
。
そ
の
上
で
、

「
日
本
の
祭
り
で
は
地
域

の
人
び
と
が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
い
る
。
地
域

住
民
と
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人

に
も
こ
の
よ
う
な
交
流
が

必
要
。
同
時
に
、例
え
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
人
が
祝
う
中
秋

節
な
ど
に
日
本
人
も
参
加

す
る
よ
う
な
交
流
も
め
ざ

U-20 ベトナム代表のグエン・クック・ベト
選手 （左） と記念撮影する大阪ベトナム友好
協会副会長のグエン・ティ・トゥイさん

ン
に
し
た
。

　

今
後
は
、
樹
脂
を
炭
素

化
し
た「
グ
リ
ー
ン
ナ
ノ
」

も
使
う
。
わ
ず
か
な
量
を

加
え
る
だ
け
で
燃
焼
時
の

Ｃ
Ｏ
２
を
65
％
軽
減
す
る

優
れ
も
の
。
日
本
発
の
技

術
だ
。

11
月
を
め
ざ
し
、
95
％

の
商
品
（
グ
リ
ー
ン
ナ
ノ

85
％
、
ラ
イ
ス
レ
ン
ジ

10
％
）
を
環
境
に
や
さ
し

い
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
で
な
い

も
の
に
す
る
た
め
に
乾
社

長
は
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　プラスチック資源循環
促進法が４月１日に施行
され、多くの業界で新し
い試みが行われている。

し
た
い
。
形
だ
け
の
〝
多

文
化
共
生
〞
で
は
な
く
、

本
当
の
意
味
で
の
交
流
を

め
ざ
す
」と
抱
負
を
語
る
。

　

こ
の
日
は
、
堺
市
で
合

宿
中
の
Ｕ
―
20
ベ
ト
ナ
ム

代
表
の
選
手
も
応
援
に
駆

け
付
け
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の

国
営
放
送
Ｖ
Ｔ
Ｃ
も
取
材

に
来
る
な
ど
関
心
の
高
さ

が
窺
わ
れ
た
。（中

野
善
典
）

ベトナム獅子舞を披露

「
エ
コ
デ
ン
ト
」を
前
に
、
乾
真
治
社
長

国
土
交
通
大
臣
表
彰ラピス株式会社

乾　真治 さ　　ん社長
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粗
暴
な
身
な
り
の
男
子
学
生
が
、
意
外
な
話
を

持
ち
出
し
て
場
の
空
気
を
乱
す
。

　
「
中
に
は
逃
げ
る
人
も
い
ま
す
」

　

現
状
に
耐
え
き
れ
ず
、
ロ
シ
ア
の
「
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
も
ら
う
人
も
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ

の
結
末
は
哀
れ
だ
。「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
い
っ
て

も
紙
切
れ
で
、
そ
れ
を
握
ら
さ
れ
て
ク
リ
ミ
ア
半

島
を
経
由
し
ロ
シ
ア
領
内
へ
。
そ
こ
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
へ
脱
出
し
よ
う
と
し
た
と
き

に
初
め
て
〝
ね
ず
み
取
り
〞
に
入
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
は
ど

こ
へ
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

話
を
聞
い
て
い
て
、
そ
こ
は
か
と
な
く
悲
し
い

気
持
ち
に
襲
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ど
の
時

代
に
も
、
ど
の
国
に
も
「
吉
次
郎
」
は
い
る
の
だ

と
い
う
諦
観
に
も
似
た
納
得
に
至
る
。

　

学
生
た
ち
の
表
情
は
沈
み
、
口
を
閉
ざ
し
て
い

る
。
水
本
さ
え
、
居
心
地
が
悪
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
男
子
学

生
は
お
構
い
な
し

だ
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

勢
い
づ
い
て
発
言
を

続
け
る
。

　
「
18
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
男
性
は
国
外

へ
出
る
こ
と
を
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
女
装

ま
で
し
て
逃
げ
て
い

る
臆
病
者
ま
で
い
ま

す
」

　

今
、
こ
の
場
で
話

題
に
し
て
ほ
し
く
な

い
問
題
だ
。
さ
す
が
に
我
慢
し
き
れ
ず
、
シ
ョ
ー

ト
ヘ
ア
の
女
子
学
生
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
「
そ
れ
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
人
で
す
。
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
男
性
は
武
器
を
持
っ
て
勇
敢
に
戦
う

か
、
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
死
に

物
狂
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
」

　

実
際
、
国
外
へ
逃
亡
す
る
輩
は
ほ
ん
の
一
握
り

だ
。
し
か
も
、
国
境
で
こ
と
ご
と
く
捕
ま
り
、
国

外
へ
の
脱
出
は
成
功
し
て
い
な
い
。
あ
と
は
笑
い

も
の
に
な
る
だ
け
。

　

今
は
一
丸
と
な
っ
て
ロ
シ
ア
の
攻
撃
を
押
し
戻

す
べ
き
時
だ
。

　

８
月
24
日
の
独
立
記
念
日
で
キ
ー
ウ
侵
攻
か
ら

半
年
が
過
ぎ
た
。
ロ
シ
ア
の
攻
撃
は
ま
だ
ま
だ
収

ま
り
そ
う
な
気
配
は
な
い
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
は
決
し
て
屈
し
な
い
。
屈
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
の
終
焉
を
意

味
す
る
か
ら
だ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
203

キーウ侵攻から半年

ウクライナ

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

6日  八尾市倫理法人会会長　尾崎航平氏「夫婦は一対の反射鏡」
13日  八尾市倫理法人会専任幹事　中川大和氏「信成万事　～あきらめないことの大切さ～」

  八尾市倫理法人会事務長　田辺寛氏「事務長職１年目のふりかえりと、２年目の決意表明」
20日  堺市中区倫理法人会相談役　東谷麗子氏「自分を信じる」
27日  倫理研究所法人スーパーバイザー　佐藤福男氏「二度とない人生だから ～いまを生きる～」

8日  大阪鴻池倫理法人会副事務長　木村盾也 氏「倫理での学び、実践、そしてLOVE」
  大阪鴻池倫理法人会副会長　木下典子氏「ちむどんどんしてますか？」

15日  大阪鴻池倫理法人会専任幹事　滝川晃氏「専任幹事を拝命して」
22日  大阪府倫理法人会大阪東部地区地区長　有田三千子氏「出会いと感謝」
29日  大阪府倫理法人会大阪北部地区副地区長　日野倫子氏「倫理を学ぶ人達に出遇えて」

1日  大阪鴻池倫理法人会会長　本村亨氏「会長を拝命して３年目を迎え、今思うこと」

2日  東大阪市倫理法人会会長　髙田和弘氏「出発の時」  
9日  東大阪市倫理法人会専任幹事　山下直人氏「自分に言い聞かせる『覚悟・環境・言葉の力』」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23459月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09689月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46779月の予定

16日  東大阪市倫理法人会事務長　嶋林智治氏「壮年よ　大志を抱け」
30日  大阪府倫理法人会大阪東部地区地区長　有田三千子氏「変わっていく自分、 変わっていく景色」

LEGO ビルダーLEGOビルダー ウィリアム・ガルブレイスさんウィリアム・ガルブレイスさん

レゴの世界を語るレゴの世界を語る
第２回第２回

部
品
ひ
と
つ
が

１
５
０
万
円
！

　

さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
、

た
っ
た
ひ
と
つ
の
部
品
が

１
０
０
万
〜
１
５
０
万
円

も
す
る
も
の
も
あ
る
と
い

う
。
完
成
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
購
入
す
る
の

で
は
な
く
、
部
品
ひ
と
つ

の
価
格
が
１
０
０
万
円
以

上
な
の
だ
。
部
品
の
販
売

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る

人
も
多
く
い
る
と
い
う
。

　

必
要
な
部
品
を
近
く
の

玩
具
店
で
す
ぐ
に
入
手
で

き
る
よ
う
な
世
界
で
は
な

い
と
い
う
。
な
ぜ
そ
う
い

う
こ
と
が
起
こ
る
か
と
い

う
と
、
セ
ッ
ト
で
売
ら
れ

て
い
る
中
の
一
部
の
部
品

は
単
体
で
は
売
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
そ
の
パ
ー
ツ

だ
け
を
欲
し
い
ユ
ー
ザ
ー

が
「
Ｂ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
」
を
通
じ
て
購
入
し
て

い
る
の
だ
。
た
と
え
ば
車

の
セ
ッ
ト
を
買
う
と
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
タ
イ
ヤ
や

人
形
（「
ミ
ニ
フ
ィ
グ
」

と
い
う
）
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
そ
の
セ
ッ

ト
だ
け
に
し
か
含
ま
れ
て

い
な
い
部
品
な
の
で
、
そ

の
単
体
（
例
・
車
の
タ
イ

ヤ
）
だ
け
を
欲
し
い
人
は

そ
れ
を
求
め
て
サ
イ
ト
に

や
っ
て
く
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。
ま
た
、
か
な
り
昔

に
発
売
さ
れ
た
パ
ー
ツ
は

入
手
困
難
な
場
合
も
あ

り
、
そ
う
い
う
時
に
サ
イ

ト
を
活
用
す
る
そ
う
だ
。

　

レ
ゴ
社
は
毎
年
新
し
い

形
の
部
品
を
作
り
、
よ
り

複
雑
な
も
の
を
リ
リ
ー
ス

す
る
の
で
、
年
々
情
報
に

追
い
つ
く
の
も
大
変
だ
と

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
さ
ん
は
話

す
。
昔
は
男
の
子
用
だ
け

だ
っ
た
の
が
、
今
は
女
の

子
用
の
も
の
も
発
売
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
人

向
け
の
も
の
も
リ
リ
ー
ス

さ
れ
る
の
で
覚
え
る
だ
け

で
も
一
苦
労
。
宇
宙
、
ア

ニ
マ
ル
、
街
、
車
、
建
物

な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に
発
売

さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
さ
ん
も
思

わ
ず
、「
Ｉ
ｔ
，ｓ
ｔ
ｏ

ｏ
ｍ
ｕ
ｃ
ｈ
！
」と
嘆
く
。

28
年
の
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち

主
で
さ
え
も
大
変
な
世
界

な
の
だ
。

◇
　
　
　
◇

　

世
界
の
レ
ゴ
ビ
ル
ダ
ー

は
、
Ｍ
Ｏ
Ｃ
（
レ
ゴ
ユ
ー

ザ
ー
の
間
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を「
Ｍ
Ｏ
Ｃ（
モ
ッ

ク
）
と
い
う
。
※
「
Ｍ
ｙ

Ｏ
ｗ
ｎ
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
の
略
）
を
制
作
す

る
際
、「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
．
ｉ

ｏ
」
や
「
Ｌ
Ｄ
ｒ
ａ
ｗ
．

ｏ
ｒ
ｇ
」
な
ど
の
専
用
ソ

フ
ト
を
使
用
す
る
。
建
築

士
が
建
物
の
設
計
図
を
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
作
る
よ

う
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｃ
の
３
次
元

製
図
を
作
成
す
る
。「
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
い
な
か
っ

た
子
ど
も
の
頃
は
、
頭
の

中
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
Ｍ
Ｏ

Ｃ
を
実
際
に
組
み
立
て
・

完
成
さ
せ
る
の
で
か
な
り

の
日
数
を
要
し
ま
し
た
。

で
も
今
は
、
例
え
ば
車
を

作
る
の
に
、
設
計
図
（
デ

ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
を
２

日
で
作
成
し
、
後
は
組
み

立
て
る
だ
け
な
の
で
か
な

り
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま

し
た
」
と
語
る
。
大
き
さ

や
複
雑
さ
で
完
成
ま
で
の

時
間
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
だ
が
、
写
真
の
ト
ラ
ッ

ク
は
た
っ
た
１
週
間
で
完

成
さ
せ
た
。

　

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
さ
ん
は

細
部
に
も
こ
だ
わ
る
。
よ

く
見
な
い
と
分
か
ら
な
い

エ
ン
ジ
ン
の
部
分
も
本
物

そ
っ
く
り
に
作
品
に
落
と

し
込
む
。
写
真
の
ト
ラ
ッ

ク
の
ワ
イ
パ
ー
も
、
実
は

ね
じ
を
回
す
と
き
に
使
う

ス
パ
ナ
と
し
て
レ
ゴ
社
が

作
っ
た
パ
ー
ツ
な
の
だ

が
、
こ
れ
を
ワ
イ
パ
ー
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
工
夫
・
発
想
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
Ｍ
Ｏ
Ｃ

は
完
成
す
る
。

　

た
だ
、
Ｍ
Ｏ
Ｃ
を
完
成

さ
せ
る
だ
け
で
は
不
十
分

だ
と
い
う
。
例
え
ば
、
恐

竜
な
ど
巨
大
な
Ｍ
Ｏ
Ｃ
を

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
運
搬
す

る
場
合
は
、
通
常
分
解
し

て
車
に
載
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
驚
く
べ
き
こ
と

に
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
さ
ん

は
設
計
図
を
作
成
す
る
段

階
で
持
ち
運
び
が
可
能
な

よ
う
に
分
解
の
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
完
成
さ
せ
て

い
く
。
そ
こ
ま
で
緻
密
に

計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
た
だ
単
に
巨
大

な
芸
術
作
品
を
作
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
の
だ
。

「
私
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

能
力
は
高
い
と
思
い
ま
す

よ
」
と
話
す
。
ま
さ
に
神

業
だ
。

　

あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

の
た
め
、
友
人
が
作
っ
た

展
示
用
の
巨
大
な
建
物
を

ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
よ
う
と

し
た
と
き
、
２
つ
に
し
か

分
解
で
き
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
れ
で
は
大
き

す
ぎ
て
、
車
に
載
せ
る
と

ほ
と
ん
ど
ス
ペ
ー
ス
が
な

く
な
り
、
他
の
作
品
を
載

せ
る
の
に
困
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
そ
の
友
人
は
顰ひ

ん

蹙し
ゅ
くを
買
っ

て
い
ま
し
た
ね
」
と
懐
か

し
そ
う
に
語
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
ト
ラ
ッ
ク

や
ロ
ボ
ッ
ト
、
建
物
・
ジ

オ
ラ
マ
な
ど
１
６
０
以
上

の
Ｍ
Ｏ
Ｃ
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
れ
ら
は
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス

さ
ん
の
サ
イ
ト
「
Ｆ
ｌ
ｉ

ｃ
ｋ
ｒ
」
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
Ｗ
ｉ
ｌ

ｌ
Ｇ
ａ
ｌ
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｔ

ｈ
」
で
検
索
す
る
と
直
ぐ

に
見
つ
か
る
。
必
見
だ
。

　

圧
巻
な
の
は
、映
画「
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
」
の
中
に
出

て
く
る
地
下
鉄
で
の
シ
ー

ン
を
再
現
し
た
作
品
だ
。

色
、
形
、
サ
イ
ズ
な
ど
す

べ
て
に
お
い
て
忠
実
に
縮

小
・
再
現
し
た
３
Ｄ
デ
ジ

タ
ル
作
品
。「
一
番
難
し

か
っ
た
の
は
地
下
鉄
の
天

井
部
分
。
映
画
で
は
天
井

ま
で
詳
し
く
映
っ
て
い
な

い
の
で
、
コ
マ
送
り
し
な

が
ら
研
究
し
ま
し
た
。
撮

影
場
所
を
グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
な
ど
で
探
し
当
て
、
細

か
い
部
分
ま
で
注
意
を

払
っ
て
落
と
し
込
ん
だ
作

品
で
す
。
こ
れ
が
私
の
強

み
。
こ
こ
ま
で
や
れ
る
人

は
な
か
な
か
い
な
い
と
思

い
ま
す
」
と
自
信
を
の
ぞ

か
せ
た
。

　

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
さ
ん
の

サ
イ
ト
を
訪
れ
、
Ｍ
Ｏ
Ｃ

を
見
た
世
界
中
の
レ
ゴ

フ
ァ
ン
の
反
応
を
尋
ね
る

と
、「
９
割
は
『
説
明
書

を
売
っ
て
く
れ
』『
ど
う

や
っ
て
作
る
の
か
』
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
で
す
」
と

語
る
。
た
だ
、
ガ
ル
ブ
レ

イ
ス
さ
ん
は
あ
く
ま
で
趣

味
と
し
て
レ
ゴ
活
動
を
し

て
い
る
の
で
販
売
は
し
て

い
な
い
。

　
「
残
り
の
１
割
は
世
界

的
に
有
名
な
プ
ロ
の
レ
ゴ

ビ
ル
ダ
ー
か
ら
、『
こ
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
は
す
ば
ら
し

い
で
す
ね
』
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
す
」

　
「
お
み
く
じ
に
は
、
巣

鴨
の
よ
う
に
、
そ
の
場
所

だ
け
の
も
の
が
あ
り
ま

す
」
と
話
す
。

　

も
と
も
と
神
社
仏
閣
が

好
き
で
、仏
像
・
建
築
物
・
庭

を
見
て
ま
わ
っ
て
い
た
。

歴
史
好
き
な
女
性
の
こ
と

を「
歴
女
」と
い
う
が
、鏑

木
さ
ん
は
中
学
生
の
頃
か

ら
仏
像
が
好
き
な「
仏
女
」

だ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
寺

な
ど
に
出
か
け
る
の
が
自

然
な
こ
と
だ
っ
た
。
街
歩

き
も
好
き
だ
っ
た
こ
と
も

重
な
り
、自
然
と
付
随
的
に

お
み
く
じ
に
も
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
意
識
し
て
お
み
く
じ

を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
の

は
巣
鴨
か
ら
で
す
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
お
み
く
じ
は

よ
く
引
い
て
い
た
の
で
、

潜
在
的
に
関
心
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
そ
の
当
時
は
意
識
し

て
お
み
く
じ
を〝
集
め
る
〞

と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

　

今
ま
で
通
り
習
慣
化
し

て
い
た
寺
社
巡
り
を
し
て

い
る
な
か
で
、
お
み
く
じ

を
深
掘
り
し
始
め
た
。

　

千
葉
県
で
育
っ
た
「
仏

女
」
の
鏑
木
さ
ん
は
、
最

初
は
仏
像
を
見
て
、
な
ん

と
な
く
癒
さ
れ
る
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
。
見
比
べ
て

い
く
う
ち
に
、
仏
像
に

様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

見
え
て
き
た
と
い
う
。「
違

い
や
、
特
徴
も
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
、
こ
の
辺
り
は
お
み

く
じ
と
通
じ
る
と
こ
ろ
で

す
ね
」
と
話
す
。

　

母
校
・
早
稲
田
大
学
で

は
古
美
術
研
究
会
の
サ
ー

ク
ル
に
入
っ
た
。
毎
月
１

回
美
術
館
の
企
画
展
に
行

く
活
動
に
加
え
、
毎
年
夏

に
奈
良
・
京
都
で
「
合
宿
」

を
し
、
長
い
時
は
１
週
間

を
そ
こ
で
過
ご
し
た
。
顧

問
の
美
術
史
の
先
生
の
案

内
で
美
術
館
・
寺
社
な
ど

を
ま
わ
っ
た
。
当
然
お
み

く
じ
を
引
く
こ
と
は
欠
か

さ
な
か
っ
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、「
ニ
ッ
ポ
ン
の
お
み

く
じ
」
を
出
版

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
大

学
卒
業
後
の
２
０
１
１

年
、
東
京
・
港
区
に
あ
る

イ
ベ
ン
ト
ハ
ウ
ス
型
飲
食

店
「
東
京
カ
ル
チ
ャ
ー
カ

ル
チ
ャ
ー
」
で
、
お
み
く

じ
の
こ
と
を
話
し
た
と
き

だ
。
東
京
カ
ル
チ
ャ
ー
カ

ル
チ
ャ
ー
は
、
サ
ブ
カ
ル

や
趣
味
・
嗜
好
・
ア
イ
ド

ル
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
い

おみくじ研究家②

20年以上
研　　究 鏑木麻矢さん

る
。
こ
の
年
に
は
、
一
般

の
人
で
も
、
得
意
な
こ
と

や
こ
だ
わ
り
の
あ
る
分
野

が
あ
れ
ば
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
熱
心
に
語
れ
る
参
加

型
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ゆ

る
い
専
門
家
ナ
イ
ト
」
が

数
回
開
催
さ
れ
た
。
鏑
木

さ
ん
は
、
第
３
回
に
絵
馬

収
集
家
と
し
て
出
演
し
た

の
だ
が
、
年
末
の
最
終
回

で
は
お
み
く
じ
の
こ
と
に

も
触
れ
た
。（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

　

ジ
ュ
ニ

ア
エ
コ

ノ
ミ
ー
カ

レ
ッ
ジ

（
ジ
ュ
ニ

エ
コ
）
の

２
回
目
の

プ
ロ
グ
ラ

ム
「
商
品

相
談
会
」

が
８
月
６

日
に
八
尾

商
工
会
議

所
大
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
清
水
町
１
）

で
開
催
さ
れ
た
。

　

前
半
は
、
安
全
対
策
、

熱
中
症
に
つ
い
て
八
尾
商

工
会
議
所
青
年
部
の
講
師

役
か
ら
学
ん
だ
。
ま
た
、

八
尾
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
長
を
務
め
る
松
尾

汎
松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
の
特
別
講
義
も
あ
り
、

食
品
衛
生
管
理
や
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
子
ど
も
た

ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

後
半
は
、
子
ど
も
た
ち

（
長
池
、
西
山
本
、
志
紀
、

龍
華
の
各
小
学
校
チ
ー

ム
）
が
、前
回
の
ド
リ
ー

ム
セ
ミ
ナ
ー
で
出
さ
れ
た

宿
題
を
も
と
に
実
践
販
売

に
向
け
て
話
し
合
い
を

行
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な

眼
差
し
に
大
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
も
圧
倒
さ
れ
、
有
意

義
な
時
間
と
な
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
２
時
間
半
が

過
ぎ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
宿
題
が
出

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
面
白
さ
に
目
覚

め
、
本
気
で
取
り
組
ん
で

い
た
。

八
尾
商
工
会
議
所
青
年
部

ジ
ュ
ニ
エ
コ
商
品
相
談
会

八
尾
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル
で
開
催

真剣に取り組む子どもたち

　

近
鉄
八
尾
駅
西
口
を
出

た
と
こ
ろ
に
派
手
な
電
飾

看
板
が
立
つ
。
近
鉄
八
尾

応
援
団「
勝
男
」だ
。「
ザ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
１

８
０
円
」
と
い
う
表
示
が

目
に
焼
き
付
く
。
店
の
売

り
は
大
分
か
ら
あ
げ
と
鉄

板
焼
。

　

昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
丸
１
年
が
過
ぎ
た
。

　

応
援
団
長
こ
と
社
長
は

金
裕
珠
さ
ん
（
51
）
＝
写

真
＝
。
本
業
は
コ
ン
テ
ナ

製
造
・
修
理
・
部
品
販
売

を
手
掛
け
る
株
式
会
社
東

昌
（
八
尾
市
太
田
新
町
８

―
97
）
の
経
営
者
。
一
般

社
団
法
人
大
阪
青
年
会
議

所
の
仲
間
に
誘
わ
れ
て
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
し
て

出
店
す
る
こ
と
に
。
コ
ロ

ナ
禍
で
沈
ん
で
い
る
八
尾

の
街
を
元
気
に
し
た
い
気

持
ち
で
始
め
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
し
ん
ど
い
と
き

も
あ
っ
た
が
、
持

ち
前
の
ガ
ッ
ツ
と

経
営
者
と
し
て
の

セ
ン
ス
で
乗
り
越

え
た
。

　

今
年
８
月
26
日

に
は
Ｊ
Ｒ
福
島
駅

近
く
に
「
も
つ
魚
」

（
大
阪
市
福
島
区

福
島
７
―
11
―
51

福
ろ
う
じ
商
店
街
54
号
南
）

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
も
つ

鍋
と
鮮
魚
が
売
り
だ
。

　

１
店
で
も
多
く
若
い
人

が
働
け
る
場
所
を
増
や

し
、
停
滞
し
た
日
本
経
済

を
押
し
上
げ
た
い
と
金
さ

ん
は
意
気
込
む
。

応援団長（社長）　金裕珠
八尾市北本町2-2
ＴＥＬ 072-929-9598
営業時間　17時～２時
（日曜日12時～24時）
年中無休

近鉄八尾応援団「勝男」

　

人
気
の
理
由
は
模
擬
店

の
良
心
価
格
。
金
魚
す
く

い
・
か
き
氷
・
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
・
千
本
引
き
・
ヨ
ー

ヨ
ー
す
く
い
な
ど
様
々
な

店
に
並
ぶ
景
品
は
、
商
店

ち
ら
こ
ち
ら
で
復
活
し
て

嬉
し
い
け
ど
、
ち
び
っ
こ

カ
ー
ニ
バ
ル
が
あ
る
か
ら

お
金
を
置
い
て
い
た
」
と

小
銭
入
れ
に
あ
る
た
く
さ

ん
の
百
円
玉
を
見
せ
て
く

れ
た
。
ま
た
、
前
回
開
催

の
こ
と
は
小
さ
く
て
覚
え

て
い
な
い
と
い
う
小
学
生

は
「
百
円
で
で
き
る
か
ら

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
い

よ
っ
て
マ
マ
に
言
っ
て
も

ら
え
た
。
次
は
コ
イ
ン
落

と
し
で
遊
び
た
い
」
と
弾

け
る
声
で
保
護
者
に
手
を

引
か
れ
露
店
の
列
に
並
ん

で
い
た
。

　

未
就
学
の
小
さ
い
子
ど

も
で
も
遊
べ
る
出
し
物
や

街
そ
れ
ぞ
れ
の
店
主
た
ち

が
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

か
ら
と
価
格
を
昔
と
変
わ

ら
ず
ほ
ぼ
百
円
で
出
店
し

て
い
る
。
令
和
に
な
っ
た

現
在
も
百
円
で
遊
べ
る
こ

と
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち

は
、
毎
年
こ
の
日
の
た
め

に
お
小
遣
い
を
大
切
に
貯

め
て
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
い
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
の

で
「
や
っ
と
来
ら
れ
て
嬉

し
い
。
待
っ
て
い
た
」
と

マ
ス
ク
越
し
で
も
分
か
る

よ
う
な
笑
顔
で
語
る
中
学

生
は
「
最
近
お
祭
り
が
あ

景
品
も
あ
り
、
遊
び
に
き

た
子
ど
も
た
ち
は
持
参
し

た
大
き
な
袋
に
景
品
を
パ

ン
パ
ン
に
詰
め
な
が
ら
八

尾
市
内
で
一
番
広
い
ア
ー

ケ
ー
ド
の
中
を
日
が
暮
れ

る
ま
で
遊
ん
で
い
た
。
そ

の
様
子
を
眺
め
な
が
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー
ド
商
店

街
の
佐
倉
慎
一
元
会
長

（
64
）
は
「
例
年
の
７
割

程
度
の
来
場
数
で
ま
だ
活

気
は
完
全
に
戻
っ
て
は
い

な
い
が
、
そ
れ
で
も
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
が
喜
ん
で

く
れ
た
の
で
嬉
し
い
。
無

事
開
催
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
た
。

（
北
方
円
）

３年ぶりに開催３年ぶりに開催

イ ベ ン ト 情 報イ ベ ン ト 情 報

日　時：９月３日（土）13時～ 15時
会　場： みせるばやお
　　　 （近鉄八尾駅前リノアス八尾8F）
参加費：無料
主　催：東大阪新聞社
　　　 （TEL072-926-5134）

辻本加平 出版記念講演会辻本加平 出版記念講演会
幻冬舎から６冊目「自分大好きから未来大好きに！」出版

自己肯定感を高めれば、あなたの人生はもっと輝きだす！
自分に〇をつける方法、具体的にお伝えします。

　
八
尾
の
商
店
街
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー

ド
で
わ
ん
ぱ
く
ち
び
っ
こ
カ
ー
ニ
バ

ル
が
８
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
。
名

前
の
通
り
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

い
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年
８

月
の
第
１
土
曜
日
に
商
店
街
各
店
が

模
擬
店
を
出
し
、
子
ど
も
向
け
の
出

品
を
す
る
。開
催
時
間
は「
夕
方
〜
19

時
ご
ろ
ま
で
」と
告
知
さ
れ
て
い
る

が
、
15
時
過
ぎ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

小
銭
で
膨
ら
ん
だ
財
布
と
大
き
な
袋

を
片
手
に
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
始
め
る
。

わんぱくちびっこわんぱくちびっこ
カーニバルカーニバル

にぎわうファミリーロード

第十回記念

2022年10月10日（月・祝）
17:00～19:00

高安薪能
場　所　玉祖神社　境内（八尾市神立5-5-93）
定　員　100人
参加費 全席自由・税込1,500円(椅子席)
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター
◆駐車場はありません
◆雨天時は会場を八尾市文化会館 (プリズムホール )大ホールに変更いたします。

八尾の街を元気にしたい
近鉄八尾応援団「勝男」

社長 金　裕珠さ　
　ん

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）
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